
●救急科専門医・指導医指定施設 ●外傷専門医研修施設  ●腹部救急認定医・教育医制度認定施設
●集中治療科専門医研修施設  ●外傷診療施設評価 SS評価 ●DMAT指定医療機関

救急を、最初から最後まで。
京都第二赤十字病院 高度救命救急センター



プログラムの特長

● 全次対応型の初期診療、手術手技、病棟管理まで、自己完結型救急を実践
●救急科プログラム専攻中からAcute Care Surgeryの手技や管理を経験できる
● ICUで救急医が他科患者への介入と他職種連携をファシリテート

●救急科指導医、集中治療科専門医、外傷専門医などシームレスなキャリア形成
●日赤救護班のチーム員として、訓練や発災時など災害医療に貢献
●夜勤は3回/月（別途、オンコール制あり）

●学会出張費用、 OFF-JT受講費用の支給制度があり、豊富な学習機会を持てる

救急科の体制

常勤救急医 8名
● 救急科専門医 8名 ● 脳神経外科専門医 1名 ● ACS認定外科医 2名
● 救急科指導医 2名 ● 麻酔科認定医 1名  ● 腹部救急認定医 2名
● 外科専門医 3名 ● 集中治療科専門医 2名 ● 腹部救急教育医 1名
● 外科指導医 1名 ● 外傷専門医 2名

初療診療・Acute Care Surgery科 中村嘉 

ynakamuradaini@gmail.com 

多彩な専門性を持つ救急医がバックアップします


